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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
健
康

や
ま
ぐ
ち
21
計
画
」
で
進
め
る

11
の
分
野
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
、
一
つ
ず
つ
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。 
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●小学生 
　う歯のない人の割合 

24.4％以上 
●中学生 
　う歯のない人の割合 

27.8％以上 
●12歳児 
　1人平均う歯数 

1歯以下 
●12～14歳児 
　歯肉炎にり患していない人の割合 

73％以上 
●高校生 
　う歯のない人の割合 

16％以上 
●学齢期 
　フッ化物配合歯磨剤を 
　使用する人の割合 

90％以上 
●小、中学校等の 
　フッ化物洗口の実施施設 

増やす 

●40歳代、50歳代 
　進行した歯周炎に 
　り患している人の割合 

30％以上の減少 
●60歳（55～64歳） 
　24本以上の自分の歯を 
　有する人の割合 

50％以上 
●定期的に歯科健康診査を 
　受けている人の割合 

30％以上 

●80歳（75～84歳） 
　20本以上の自分の歯を 
　有する人の割合 

20％以上 
●定期的に歯科健康診査を 
　受けている人の割合 

19％以上 

●1歳6か月児 
　う歯のない人の割合 

96.3％以上 
●3歳児 
　う歯のない人の割合 

80％以上 
●幼稚園児 
　う歯のない人の割合 

42.2％以上 
●3歳まで 
　フッ化物歯面塗布を 
　受けたことがある人の割合 

50％以上 

母子 
歯科保健 

学校 
歯科保健 

成人 
歯科保健 

高齢者 
歯科保健 

母子 
歯科保健 

学校 
歯科保健 

成人 
歯科保健 

高齢者 
歯科保健 

％ 
100

0

20

40

60

80

1歳6か月児 3歳児 幼稚園 

う歯のない人 

平成14年度母子保健事業実績・学校保健統計 

％ 
100

0

20

40

60

80

小学校 中学校 高等学校 

う歯のない人 

平成14年度学校保健統計 

96.3

24.4 27.8

16.0

本 

0

10

20

残っている歯の様子（1人平均） 

平成12年県民歯科疾患実態調査 

28.5

18.6
23.0

27.828.3

％ 
100

0

50

歯周病にり患している様子 

平成12年県民歯科疾患実態調査 

69.3

42.2

20歳 30歳 40歳 50歳 60歳 

68.4 72.276.675.870.1

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 

％ 
30

0

10

20

自分の歯を20本以上保有する人 

平成12年県民歯科疾患実態調査 

23.1

5.7

16.7
12.3

70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳～ 

％ 
30

0

10

20

定期的に歯科健康診査を受診する人 

平成12年県民歯科疾患実態調査 

21.3

7.3

15.0

22.9

70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳～ 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ 
現
　
　
状 

２
０
１
０
年
の
目
安 

　
健
康
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
豊
か
な
人
生
を
送

り
た
い
と
い
う
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
か
で
も
、
自
分
の
歯
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
健

康
づ
く
り
の
基
礎
で
あ
り
、
い
き
い
き
と
し
た
長
寿
社
会
を
築
く
元
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
県
で
は
、
80
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
つ
こ
と
を
目
標
と

し
た
８
０
２
０
運
動
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
12
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
健
康
や
ま
ぐ
ち
21
計
画
」
を
さ
ら
に
展
開
す
る
た
め
に
２
０
１
０

年
の
目
標
達
成
に
向
け
て
目
安
を
定
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
対
象
別
に
応
じ

た

”や
ま
ぐ
ち
８
０
２
０
推
進
の
手
引
き

“
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
の

一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
う
歯
（
む
し
歯
）
や
歯
周
疾
患
の
予

防
は
、
生
活
習
慣
に
大
き
な
関
わ
り
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と

い
う
意
識
を
も
っ
て
、
日
常
生
活
の
中

で
実
践
で
き
る
こ
と
か
ら
取
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。 

（大人の歯　28～32本） 


